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こどもタヌキのこうつうじこ 

 

 ちいさなタヌキが、たおれているのを、おじいちゃんのいえへむかうこうそくどうろで

みました。おとうさんは、「タヌキのこどもが、ひとりでどうろにとびだしたのかもしれな

いね。きっと、おかあさんタヌキがさがしているよ。」といいました。ぼくは、おかあさん

にあえなくなったこどもタヌキのきもちをかんがえました。そしたら、とてもかなしいき

もちになりました。こどもタヌキは、ともだちタヌキとあそんでいて、くるまにきがつか

なかったのだとおもいました。こどもタヌキは、てをあげることができません。うんてん

しゅのひとは、こどもタヌキがちいさいから、きづかなかったのかもしれません。 

 ぼくも、しょうがっこうからかえるときにくるまにぶつかりそうになったことがありま

す。そのことを、いえにかえってからおかあさんにはなすと、すごくおこられました。お

かあさんは「くるまにひかれてしんじゃったら、だれともおはなしできないし、がっこう

にいくことも、あそぶこともできなくなるのよ。」といいました。きっと、おかあさんも

ぼくがくるまとぶつかることが、こわかったのだとおもいます。もし、ぼくがくるまにひ

かれて、おとうさんやおかあさん、おとうとたち、かぞくやしんせきのみんな、せんせい、

おともだちにあえなくなったらとかんがえたら、こわくなって、ないてしまいました。 

 このまえ、ぼくは、ようちえんせいのおとうとといっしょに、そとをあるきました。お

かあさんは、あかちゃんのおとうとをだっこしていました。ぼくは、ようちえんせいのお

とうとがきゅうにどうろにとびだすかもしれないとしんぱいになりました。だから、おと

うとのてをつなぎました。ぼくは、おとうとに「あぶないからはしったらだめだよ。」と

いいました。ぼくは、もうかたほうのてをたかくあげて、うんてんしゅのひとにきづいて

もらえるようにしました。おとうとたちがおおきくなったら、こどもタヌキのこうつうじ

このはなしをして、こうつうあんぜんのことをおしえたいとおもいます。 

 


